
 
 

 

 

       

 

 

  

先日の中原小学校「開校６０周年記念 第６１

回運動会」には、多くの保護者及び地域の皆様方

に御参観いただき、ありがとうございました。 

 今年度は新校舎で初めての運動会でした。また、

当日は気温が３０度を超え、熱中症への対策のた

め、二日に分けての実施となりました。難しい条

件が重なる中でしたが、子供たちの集中力は素晴

らしかったです。当日の生き生きとした子供たち

の姿は、開校６０周年に相応しいものでした。 

この成功の裏には、懸命に運営を取り仕切る教

職員、ＰＴＡの運動会係等の皆様による受付や駐

輪対応、父親（おやじ）の会の皆様による見回り

や片付けの姿がありました。当日、受付を行う方

の熱中症予防のためにＰＴＡ役員や父親の会の

方々が自主的にテントを持ち寄り、設置まで行っ

ていただきました。まさに「チーム中原小」でや

り遂げた運動会でした。感謝申し上げます。 

 

まさに、「チーム力」で成功させた運動会です

が、子供たちを育て、成長させていくためには、

様々な面において「大人のチーム力」が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

これは、昨年、平成３０年１０月１日に制定・

施行された「西東京市子ども条例」の抜粋です。 

この条例の目的は「町全体で今と未来を生きる

すべての子どもの育ちを支える」です。「町全体」

がコンセプトになります。 

 

条例内容を以下にいくつか示します。 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、４月末に担任が児童に説明後に配布し

た「子ども条例紹介リーフレット」や、西東京市

ホームページ内「子ども条例」をご覧ください。 

 

４月号の保護者会において、本校水野校長は

「当たり前のことを継続指導し、積み上げていく

ことが中原小学校の伝統です。」と話されていま

す。中原小ではとても多くの子供たちが、その場

で立ち止まって挨拶ができます。中原小では当た

り前の光景です。その当たり前の姿は、多くの方

の支えであると感謝し、中原小の子供たちがより

輝けるよう、職員一同職責を果たしてまいります。

これからもご協力のほど、お願いたします。 

 

「西東京市子ども条例」と「チーム中原」 
                         副校長 博多 正勝 
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〇わたしたちは、子どもが失敗や間違いをしてもや

り直し、成長できるまちにしていきます。 

〇おとなは、子どもが安心して自分の思いや考えを

十分に伝えられるよう、子どもと向き合って意見

を聴きます。 

〇子どもが、いじめ・虐待など、つらい思いをして

いるとき、悩んでいるとき、心配なことがあると

きなどに、相談したり、助けてもらったりするこ

とができる「相談室」をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇子どもの育ちを支えるために、市・保護者・

市民・育ち学ぶ施設（学校、幼稚園・保育園、

児童館等）の関係者・事業者はみんな役割を

もっています。それぞれの役割が果たせるよ

うにみんなで協力し、助け合います。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


